
2023.12.15 

酒井医療ショールーム訪問報告 

事務部 髙橋 

 

【日時】2023 年 12 月 14 日（木） 

【場所】酒井医療㈱千葉ショールーム 

【参加者】事務部・髙橋、介護科・遠藤 計 2 名 

 

【目的】 

 入所棟で使用している座位型機械浴「ライラック（酒井医療製）」が 17 年目を迎え、故障が頻発して

いる。サービスマンによる復旧で稼働は出来ているが部品供給も終了しており、不具合規模によって

は復旧不可による稼働停止も懸念されるため、更新を検討している。 

 酒井医療では次世代のシャワー型入浴装置を展開しており、衛生面・作業効率・ランニングコスト等

でメリットが多い。一方、湯船に浸かるような経験が出来ないことが利用者意見として挙がってくる

点が懸念される。以上のことからシャワー型入浴装置を実際に体験し、利用者満足を得られるのか体

験する必要があると判断し、ショールーム訪問に至る。 

 

【体験機種】 

１． シャワー型入浴装置「PAO」 仰臥位ストレッチャー+ミストシャワー入浴 

２． シャワーポット「アラエル」 チルト型車椅子＋ウルトラファインバブルシャワー入浴 

 

【体験総括】※詳細次ページ 

・衛生面：同じ浴槽に複数人入浴する機械浴と比較し、衛生面で優れている。 

・作業効率：機械のスタンバイ、洗身機能によるスピードアップ、入浴時間の削減、使用後の清掃など 

全てにおいて効率化が期待できる。 

・コスト：能力に差はあるものの、機械浴に比べ節水による水道代削減が期待できる。 

・満足度：懸念していた身体の温まり方は十分で、入浴後も湯船にしっかり浸かった後のような満足感 

     を得られた。 

 

以上の事からシャワー型入浴装置についてはメリットが多く、導入は前向きに考えたい。 

１と２の比較を比較し１は入浴満足度、2 は洗身機能が優れている印象を受けた。今後については、 

① 介護職員の意見を取り入れながら、シャワー型 or 機械浴の最終的な判断をしたい。 

② シャワー型を選択した場合はアマノ製のシャワー型入浴装置「エチュード」と比較し、コスト面を

含めた購入の選択をしたい。 

※体験時の写真・動画は以下へ格納した。 

 クレオ共有フォルダ→「☆2023.12.14 酒井医療ショールーム体験報告」フォルダ 

 



 

髙橋評価 1.PAO 2.アラエル 3.現行機械浴 

1 導入コスト 4,500,000 3,700,000 4,400,000 

2 ランニングコスト 〇 ◎ △ 

3 本体サイズ 〇 ◎ 〇 

4 入浴時間 ◎ ◎ 〇 

5 衛生面 ◎ ◎ 〇 

6 操作性 〇 ◎ 〇 

7 入浴満足度 ◎ 〇 ◎ 

※アラエルの導入コストは現在見積中にて概算価格 

 

【体験報告】 

１． シャワー型入浴装置「PAO」 W:980 D:2512 H:1553(mm) 

  ストレッチャー：仕様は機械浴とほぼ同じ。背中部分にくぼみがありお湯が溜まる仕組み。 

  本体稼働：電源 ON からスタンバイまでの時間が早い（湯を溜める時間がないため） 

  入浴開始：ストレッチャーを本体に差し込む形で入浴。直後から既に温かくサウナで弱いシャワー 

を浴びているような感覚。シャワーにはボディソープが希釈されているが、べたつき等 

は感じない。3 分経過時点で十分身体は温まった。 

  入浴終了：寒くなると懸念したが芯から温まっている感覚で寒さはない。 

  その他：ストレッチャーを下半身だけ差し込むことで下半身のみの入浴も可能。 

      入浴中も機械横のスリットカーテンから手を入れ介助することも可能。 

  デメリット：ストレッチャーと密着している背中～お尻まではシャワーが届かない。 

        アラエルやライラックと比較しイニシャルコストが高い。 

   

２． シャワーポット「アラエル」 W:1130 D:1750 H:1137(mm) 

  チルト型車椅子：座面以外はメッシュになっており湯が当たる仕組み。座面も U 字型で臀部・陰部 

          が洗える。軽量で操作性良い。 

  本体稼働：電源 ON からスタンバイまでの時間が早い（湯を溜める時間がないため） 

  入浴開始：進入口に扉やレール等がなく進入はスムーズ。PAO と同じように温まるが、シャワー 

の当たる感覚は PAO より強め。「おまかせ洗身」モードで流し湯→洗身（ボディシャン 

プー混合）→洗い流しの順に進行。3 分で終了したが、身体は十分に温まっている。 

  入浴終了：寒くなると懸念したが芯から温まっている感覚で寒さはない。ウルトラファインバブル 

       シャワーの効果か肌のさっぱり感がある。 

  その他：入浴中も機械横のスリットカーテンから手を入れ介助することも可能。 

      機械浴と比較し約 80～85％と節水機能が PAO よりも高い。 

  デメリット：PAO と比較し入浴の心地よさはやや劣る（横になれるストレッチャー浴の安定感） 

        入浴中に洗髪する場合はシャワーハット等が必要。 

以上 


